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パソコンと液晶プロジェクタのつなぎ方と利用方法 

 
教室にデスクトップ型パソコンと天吊り型の液晶プロジェクタが既に設置してある学校において

は，パソコンと液晶プロジェクタの電源を入れるだけですぐに利用できると思います。この場合，特

別な準備は不用です。 
この資料では，パソコンと液晶プロジェクタを教室に自分で設置して利用する場合を想定して，ノ

ートパソコンと移動式液晶プロジェクタのつなぎ方中心に液晶プロジェクタの利用方法を説明します。 
 
１ スクリーンの準備【携帯型ロールスクリーン EPSON ELPSC80 の場合】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 液晶プロジェクタの準備【富士通 PJ-X2100 の場合】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①スクリーンを床

に置き，左右２カ所

にあるストッパー

を 90 度回転させて
安定させます。 

②左右２カ所にあ

る留め金をはずし，

ふたを開けます。 

③中央部をつかみ，

そのまま上に引き

上げます。 

④上に引き上げな

がら，高さを調整し

ます。 

②電源ケーブルを

差し込みます（側面

のソケットとコン

セント）。また，電

源スイッチを入れ

ます。 
電源スイッチ 

③レンズカバーを

開きます（左斜め前

に軽く引き出し，横

に ス ラ イ ド し ま

す）。 
レンズカバー 

④パソコンと液晶

プロジェクタの接

続には，左図のよう

な形状のＲＧＢケ

ーブルを使います。 

①スクリーンの手前

から２ｍ前後に，プ

ロジェクタ台を置

き，台の上にプロジ

ェクタを載せます。 

⑤ 装 置 上 面 の

「STANDBY/ON」
のボタンを押すと

投影が始まります。 

⑤左図のように，Ｒ

ＧＢケーブルを「Ｒ

ＧＢ１」の端子に差

し込みます。 

レンズカバー 

⑤左図のように，Ｒ

ＧＢケーブルを「Ｒ

ＧＢ１」の端子に差

し込みます。 

STANDBY/ON 
「INPUT」ボタン。ＰＣ画面

が映らない時は，ここを数回押

して「RGB1」を選択する。 
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３ パソコン側の接続と操作【富士通のノートパソコンの場合】 

 
 
 
 
 
 
 
 
                        ※なお，[FN]キーを押しながら[F10]キーを１回押すと

「液晶プロジェクタのみ表示」，２回押すと「液晶プロ

ジェクタとパソコン画面の両方に表示」となり，３回

押すと「パソコン画面表示（最初の状態）」に戻ります。 

４ 液晶プロジェクタの調整 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 液晶プロジェクタの電源ＯＦＦ 

 
 
 
 
 
 
※接続方法や操作はパソコンや液晶プロジェクタのメーカーおよび機種により多少異なります。 

①左図のように，Ｒ

ＧＢケーブルをパ

ソコン側の端子に

差し込みます。 

②パソコンの画面

を液晶プロジェク

タで表示するには，

パソコンの [FN]キ
ー を 押 し な が ら

[F10]キーを押しま
す。 

FNキー 

F10キー 

最後に画像の大

きさの調整，ピント

調整等を適宜行な

います。 

ピントとズーム調整 

画像の台形補正を行

な う 時 使 用 す る

｢KEYSTONE｣ボタン 

ピント調整 

ズーム調整 

「キーストン」の

画面で「MENU」
ボタンを上下に

操作し，台形を補

正する。 
操作メニューの表示と

上下左右の選択を行な

う「MENU」ボタン 

「STANDBY/ON」ボタ
ンを２回押すとランプ

が消える。その後も冷却

ファンは数分間廻り続

ける。 

冷却ファンが完

全に止まってか

ら，電源スイッチ

をＯＦＦにする。 

この調整ねじを

回して左右の高

さのバランスを

調整する。 

台形補正 

このボタンを押し

高さ調整バーを上

下させ，映像の高さ

を調整する。 


